
「夢・笑顔・活気」あふれる宇都宮

高橋ひでき活動通信
発行：全国本田労働組合連合会　栃木地方協議会
住所：〒321-3395 栃木県芳賀郡芳賀町芳賀台6-1 本田技研労働組合 栃木西支部内　電話番号：028-677-5526

討議資料

Vol.25

２０２5年4月16日

　日頃より、「高橋ひでき」の活動に対しご理解とご支援を賜り、心から感謝申し上げます。
　昨年９月に、ホンダのラグビーチームである「ホンダヒート」が2026-27シーズンから宇都宮市に活
動拠点を移転すると発表して以降、市議会や多くの関係者等から大きな期待の声をいただいていま
す。今後、宇都宮市としてスポーツ振興や健康増進、経済・地域の活性化に資する取組を推進するた
め、連携を強化するとともに市民へのPRやチームの応援などで盛り上げていきたいと思います。
　３月議会では、一般質問でライトラインのダイヤ改正や脱炭素化の促進、都心部のまちづく
りなどについて質問を致しました。その内容と可決した令和７年度予算についてご報告します。
　今後も、皆様の声を一つでも多く行政に届け、困りごとの解決や政策の実現につなげてまい
ります。引き続き、皆様のご理解とご協力をお願い致します。

宇都宮市議会議員 高橋　ひでき

宇都宮市　令和７年度　予算
　令和７年３月定例会において、宇都宮市令和７年度予算が可決・承認されました。内容を抜粋してお知らせいたします。

令和７年度　予算の特徴※1億円未満を非表示しています。

本市の活力の源である人づくりの推進
約568億円（前年度比＋約74億円）

魅力ある都市空間の形成と
公共交通ネットワークのフル活用
約323億円（前年度比＋約42億円）

◇都市基盤の強化
●河川整備などによる総合的な治水・雨
水対策の推進

◇消防・救急体制の充実
●南消防署の移転・改築に伴う実施設計

安全・安心なまちづくりの推進
約72億円（前年度比＋約7億円）

予算大綱

予算概要

地域共生社会・地域経済循環社会・
脱炭素社会の３つの社会の創出
約521億円（前年度比＋約13億円）◇子育て負担の軽減

●小中学校・保育施設
　等の給食費の支援
　（子ども一人あたり
　2,000円/月）
●奨学金制度の拡充
　（所得制限の撤廃、対象者の拡大、大学
等受験一時金の創設）

◇子育て環境の充実
●全天候型子どもの
　活動の場の拡充に
　向けた検討
●５歳児を対象とし
　た健康診査の実施
●中学校武道場への空調設備の導入
◇女性の活躍推進
●女性活躍担当専門員の任用
●女性活躍に向けた職場環境改善やフェ
ムテック製品等の導入費用の助成など

●子宮がん検診におけるHPV検査の導入
　（30歳・35歳女性を対象に無償で実施）
◇スポーツ活動の推進
●北西部地域体育施
　設の整備
●東部地域における
　屋内プールの基本
　設計実施

◇都市空間の形成
●JR宇都宮駅西側ライ
　トラインの「軌道運送
　高度化実施計画」策定
●JR宇都宮駅西口に
　おける駅前広場整備の検討と民間再開発
の促進

●全天候型のスケート
　パークを備えた東部
　総合公園（アークタウ
　ン宇都宮）の開園
　（令和８年３月）
◇道路ネットワークの形成・強化
●都心環状線の開通（令和８年３月）
●（仮称）大谷スマートＩＣ工事着手
◇公共交通ネットワークの充実
●「市内のどこから乗っても、どこまで
行っても片道５００円」制度の導入

◇市民サービスのDX化
●歴史・文化デジタル
　ミュージアムの開設
●有人チャットによる
　リモート相談窓口の
　導入
●ファミサポ利用手続きのオンライン化

デジタル技術の利活用促進
約47億円（前年度比＋約4億円）

◇地域共生社会
●自治会の高齢者等の負担軽減を図る
支援強化

●障がい者の介護者・保護者に対する「親
なき後」に備えるための講演会等の実施

◇地域経済循環社会
●スポーツの新たな価値を創出するため
の産学官連携によるプラットフォームの
運営支援

●ブレックスアリーナ宇都宮の改修
●新たな産業団地の整備に向けた取組の
推進

◇脱炭素社会
●脱炭素先行地域にお
　ける太陽光発電設備・
　蓄電池の導入促進

令和7年度
予算（億円）

令和6年度
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一般会計

合　　計

特別会計（10会計）

企業会計（3会計）

保育施設への給付費や障がい者自立支援費の増、小中学校・保育
施設等への給食費支援、東部総合公園の整備、物価高騰などに伴
う物件費の増などにより、109億円余の増加（過去最大）

高齢化の進行に伴う介護保険給付費や国民健康保険事業費納付
金の増、特別競輪・記念競輪の開催による車券発売収入の増など
により、全体として44億円余の増加

水道施設の耐震化や老朽排水管の更新、公共下水道各種施設の
整備更新、中央卸売市場における賑わいエリアの整備等に伴う増
などにより、全体として60億円余の増加



１．市長の政治姿勢について
（１）ブレックスアリーナ宇都宮周辺の環境整備
▶JR宇都宮駅やライトライン駅東公園前停留場
からブレックスアリーナ宇都宮までのルート
に、チームカラーやロゴマークを活用した路面
舗装、案内看板や応援フラッグの設置、マスコッ
トキャラクターであるブレッキーのオブジェを設
置するなどサポーターの士気
を高めるとともに、バスケット
ボールの街としてワクワク感
を醸成させるような環境整備
が必要と考えるが見解を伺う。

▶多くのサポーターが市道９３７号線を通ると
想定されることから、ブレックスアリーナ宇都
宮に向かうサポーターの安全を確保するために
も、警察に対し横断歩道の設置を働きかけるこ
とが必要だと考えるが見解を伺う。

（２）いじめ・不登校対策
▶国の調査によると、令和5年度の不登校の状態
にある小中学校の児童生徒数は34万人を超え、
自殺者数も暫定値ながら全国で過去最多を更新
する見込みであり、学業不振や進路に関する悩
み、健康や家庭の問題など様々な不安や悩みを
抱えていることが浮き彫りとなっている。児童
生徒の心の健康を保持増進するための現在の取
組と成果や課題及び、今後の対応について伺う。

２．ライトラインについて
（１）次回のダイヤ改正
▶ライトラインの利用者から、快速運行の増便
や乗降実績に基づいた停車駅の絞り込み、運転
速度の向上による所要時間の短縮に加え、23時
台に宇都宮駅に到着する新幹線からの接続便
の運行区間の変更など期待の声をたくさんい
ただいている。利便性と速達性の更なる向上を
図るため、次回のダイヤ改正をいつ頃、どのよ
うに進めていくのか伺う。

（２）利便性の向上
▶現在、通勤・通学でのライトライン利用者が6
割を占めている状況であり、新年度においては
多くの新社会人や新入生などの利用も想定さ
れるため、駐車場・駐輪場の不足が懸念される。
ライトライン沿線の停留場に併設している駐
車場・駐輪場の利用状況と今後の見通し、及び
それらを踏まえた今後の対応について伺う。

現在、宇都宮ブレックスと連携し、県都の玄関口であるJR宇都宮駅の東西自由通路
にチームフラッグを掲出しているほか、ホームゲーム開催時には西口ペデストリアン
デッキに開催告知バナーを、ブレックスアリーナ宇都宮に隣接する駅東公園内には
チームののぼり旗等を掲出するなど、熱烈なブレックスファンの気持ちの高まりを後
押ししている。
議員ご提案の「市道や遊歩道を活用したブレックス

を感じる空間の創出」については、ワクワクしなが
ら非日常的なエンターテイメント空間となるブレッ
クスアリーナへ向かうルートにふさわしい取り組みで
あることから、本市としては交通管理者や地域の関係
団体などと協議しながら、ブレックスとともに来訪
意欲を高める効果的な演出について検討していく。

ライトラインの駅東公園前停留場からブレックスアリーナへ
向かう駅東公園西側の市道９３７号線の各交差点への横断歩
道の設置については、「市道や遊歩道を活用したブレックスを
感じる空間の創出」と合わせて検討を行い、交通管理者である
警察に対して要望していく。

いじめ・不登校を未然に防止し早期に対応するため、児童生徒の不安や悩みの早期把
握と状況に応じたきめ細かな対応を行うことは大変重要である。
本市においては、Q-U（心理テスト）の活用により児童生徒の悩みや不安を可視化し早

期対応することで、心の健康の保持・増進に取り組んできた。令和６年度からは、
WEBQU（WEB版心理テスト）の導入により、より迅速な対応が可能となり、教職員アン
ケートでも９割以上の肯定的回答が得られている。
今後は、より一層有効な活用を目指して、新年度に「WEBQU活用研修」を新たに実施

し教職員の対応力向上を図るなど、WEBQUの更なる活用を進めていく。

現在、本市および芳賀町、宇都宮ライトレール（株）
の３者において、快速運行の増便や深夜帯における
運行区間の見直しについて、利用動向を踏まえなが
ら慎重に検討を進めているところである。
次回のダイヤ改正については、宇都宮ライトレー

ル（株）において、新年度の利用動向を見極めなが
ら、ゴールデンウィーク以降に実施する予定である
が、これらの利便性向上策については、検討が整い
次第、随時実施していくものと聞いている。
ご期待に沿えるよう検討していきたい。

ライトライン沿線の駐車場・駐輪場については、開業後の利用状況を踏まえ、新設・増
設や配置の工夫による駐車・駐輪台数の拡充を行ってきたが、現在、駐車場・駐輪場とも
に高い利用率であることを確認している。
ライトラインの需要が堅調に推移しており、引き続き多くの利用が見込まれることか

ら、新年度に駐輪場の更なる増設を行うとともに、今後とも駐車場・駐輪場の利用実態を
把握しながら余裕のある施設への誘導など、必要な検討を行っていく。

質　問 答　弁

（次ページに続く）

　令和７年３月定例議会において、一般質問に登壇し地域や職場の皆さんからいただいた声をもとに質問させていただきました。
抜粋してご報告します。

令和７年３月定例議会　一般質問　登壇

１．市長の政治姿勢について
　(1)　ブレックスアリーナ宇都宮周辺の環境整備
　(2)　いじめ・不登校対策

２．ライトラインについて
　(1)　次回のダイヤ改正
　(2)　利便性の向上
　(3)　JR宇都宮駅西側への延伸

３．脱炭素化の促進について

４．都心部のまちづくりについて

質
　
問
　
項
　
目

議会傍聴に来ていただいた皆さんと↓

議会
動画



（次ページに続く）

ライトラインの停留場については、駅西側における沿線の企業や学校等の立地状況など
を勘案した上で、停留場の形式を検討してきたところであり、多くの利用者が見込まれる
停留場については、上下線のホームを兼ねることで滞留空間を広くできる「島式停留場」
を基本としたところである。
特に、通勤・通学において集中的な利用が見込まれる停留場については、沿線の企業や学校等

と意見交換を行いながら、需要に応じてホームの幅の拡張や長さの延長、歩道橋の活用など
により十分な滞留空間を確保し、誰もが安全で使いやすい施設となるよう検討を進めていく。

「脱炭素先行地域づくり事業補助金」は、国の交付金を活用していることから、申請期
間を昨年10月末までとしており、令和6年度の申請実績が31件、当初予算時の見込み件
数に対しては9％であった。
全市域を対象とする「脱炭素化促進補

助金」のうち、家庭向けは、令和6年度末
の申請見通しが約1,500件、当初見込
みに対し100％、事業者向けはSBT認
定を取得した事業者等を対象としてお
り、年度末の申請見通しが1件、当初見
込みに対し1％となっている。

脱炭素先行地域で展開する、宇都宮ライトパワーの家庭向けPPA事業については、本
市とともに個別案内の送付やオンライン相談などを実施しているが、令和6年度の契約
状況は4件と伺っている。

2030年度の目標達成に向けては、市民・事業者の皆様の実践行動を促進していくこと
が重要であることから、「もったいない運動市民会議」等と連携した各種団体への働きか
けなどにより、「みやエコ・アクション・ポイント事業」の登録者と環境配慮行動の拡大を
図るほか、太陽光発電設備等の設置者の声や設備導入のメリットなどを示しながら、
様々な機会を捉えた周知・啓発の強化に取り組み、家庭・事業者向けの「脱炭素化促進補
助金」の更なる活用促進を図っていく。
また、「脱炭素先行地域」においては、本年2月に実施した意識調査をもとに、新たに住宅

の状況や様々なライフスタイルに応じた最適な設備の導入手法の類型化と先行地域での
導入事例をパネルやリーフレットなどに取りまとめ、宇都宮ライトパワー（株）とともに
開催する相談会や個別案内等において提示するなど、重点的・優先的に取り組んでいく。

JR宇都宮駅西口周辺地区における歩行者動線については、信号の無い横断歩道によ
る人と車の交錯解消を図ることを基本に、1階レベルはバスやタクシー、一般車の動線
を南北に分離し、中央に交流広場を設けることにより、多方面へのフレキシブルな歩
行者動線を確保するとともに、2階レベルはペデストリアンデッキを活用し、ライトラ
イン停留場や周辺街区、田川・まちなか方面との歩行者動線を確保するなど、誰もが安
全・安心・快適に移動できる回遊性の高い歩行空間の創出について「JR宇都宮駅西口周
辺地区整備基本計画策定懇談会」などにおいて検討している。
今後も、多くの関係者と議論を重ね、まちなかと駅をつなぐ「交通」と「まち・水・緑」

が調和した、賑わいや交流が生まれる人中心の居心地の良い駅西口周辺地区の整備に
取り組む。

現在、ライトラインの駅西側延伸の期待感などから、JR宇都宮駅西口周辺の再開発事業
や本市初となる優良建築物等整備事業、パルコ跡の活用などの大規模な事業が進められ
ている。また、大通り沿線においては複数の街区で再開発などの勉強会が開催されてお
り、事業化に向けて検討しているところである。
こうした民間開発等の活発化を好機と捉え、まちの機能の充実や良好な景観を有する

街並みの形成につながる市街地再開発事業などへの支援に取り組むとともに、「東武馬車
道通り」や「バンバ通り」などにおいて、休憩や飲食ができる場、子どもたちが遊べる場を
設けるなど、行き交う人々が楽しめる居心地の良い空間づくりに取り組んでいく。
こうした取り組みを大通り沿線全体に広げることにより、50年先・100年先を見据え

た人中心のウォーカブルなまちの実現に取り組む。

質　問 答　弁

　ブレックスアリーナ宇都宮周辺の環境整備については、スポーツ振興と地域の活性化に向けて前向きな
答弁をいただきました。ライトラインの快速運行の増便や深夜帯の運行区間の変更などについては、新年度の
利用動向を踏まえてゴールデンウィーク以降に実施することが分かりました。更なる利便性の向上が図れる
よう確認をしていきます。脱炭素化の促進については、制度の利用が進んでいない状況が判明したため、多く
の市民の理解が深まるよう意見・提言を行いました。
　引き続き、様々な関係者と連携を図りながら政策の実現に向けて取り組んでまいります。

（３）JR宇都宮駅西側への延伸
▶駅西側については、大通り沿線に多くの企業や
学校、病院、行政施設などがあることから、多くの利
用者が見込まれる停留場においては、最大滞留面
積の確保や芳賀・高根沢工業団地停留場のように、
停留場から直接沿道まで行ける歩道橋の設置など
を検討する必要があると考えるが見解を伺う。

３．脱炭素化の促進について
▶2022年に「宇都宮市カーボンニュートラル・
ロードマップ」を策定し、2030年度までに温室
効果ガス排出量を2013年度比で50%削減す
る目標を掲げているが、目標である2030年度
まで残り5年と迫っている。そこで、家庭向けの
脱炭素先行地域づくり事業補助金と家庭向け
及び、中小企業向けの脱炭素化促進補助金の申
請実績と見通し及び、当初予算策定時の見込み
との差異について伺う。

▶宇都宮ライトパワー（株）の家庭向けPPA事
業である「みやライトおうちでソーラー」の契
約状況について伺う。

▶これらの実績・見通しを踏まえ、宇都宮市
カーボンニュートラル・ロードマップで掲げて
いる2030年度の目標達成に向けて、どのよう
に取組を促進していくのか伺う。

４．都心部のまちづくりについて
▶JR宇都宮駅西口周辺地区の整備にあたり、ペ
デストリアンデッキを通って駅前の各街区へ直
接アクセスでき、田川につなぐ歩行者動線を、1階
に整備される駅前交流
広場を含めて面的に整
備する必要があると考
えるが、交通・交流・景
観の観点で歩行者動線
に対する考え方を伺う。

▶ライトラインの西側延伸を基軸に官民連携に
よるまちづくりを推進するなか、大通り沿線の
まちづくりについて、50年先・100年先を見据
えて、今後どのように取り組んでいくのか伺う。



宇都宮市の住まいに関する支援制度紹介

活動実績（2025年1月～3月）

  5 日　宇都宮市　消防出初式
  6 日　宇都宮市　令和７年新年賀詞交歓会
  7日～10日　本田技研労組栃木西支部　門立ち・合職
  8日　連合栃木　新春の集い
12日　宇都宮市　二十歳を祝う成人の集い
17日　全本田労連　#106 中央委員会
18日　ホンダテクノフォート労組　いちご狩り、

オートテクニックジャパン労組　いちご狩り
19日　ホンダ開発労組栃木分会　いちご狩り、

本田技研労組栃木東支部　いちご狩り
21日　国民民主党栃木県連タウンミーティング
24日　脱炭素社会調査特別委員会、議員協議会
25日～26日　本田技研労組栃木東支部　いちご狩り
29日　本田技研労組栃木西支部　語る会
30日　連合栃木宇河地協　議会報告会・新春の集い
31日　フェムテックうつのみや、

自動車総連栃木地協　新春賀詞交換会

１月（Jan.） ２月（Feb.） ３月（Mar.）
  1日　ユタカ技研労組　#47 中央委員会
  1日～2日　本田技研労組栃木東支部　いちご狩り
  3 日　議員協議会、広報広聴委員会
  4日　連合栃木議員懇談会　#82 連絡会
  5日　連合栃木議員懇談会　学習会
  7日　子ども教育常任委員会
  8日　緑友会
11日　本田技研労組　#288 中央委員会
13日　脱炭素社会調査特別委員会
14日　議員協議会、広報広聴委員会
15日　連合栃木　春季生活闘争決起集会、

日産労連栃木地協　フォーラム栃木
19日　予算説明会
20日　後期高齢者医療広域連合議会
21日　議会 DX 推進 PT
25日　会派会議
26日　本会議（3月定例議会　開会）
27日　子ども教育常任委員会（補正）
28日　ミネベアAS 労組栃木支部　春闘決起集会

　宇都宮市の住まいに関する支援制度を紹介します。ぜひ、ご活用ください。
　（下の一覧表は令和６年度のものです。募集開始タイミングや要件などの詳細については、
市ホームページをご参照ください。右のQRコードからホームページに移動できます。）

高橋ひでき後援会 Facebookページ
https://www.facebook.com/
hideki.takahashi.utsunomiya/

高橋ひでき Instagramページ
https://www.instagram.com/

hideki_takahashi1969/

宇都宮市議会 Facebookページ
https://www.facebook.com/utsunomiyashigikai/ 最新情報更新中‼

ご意見・ご要望をお待ちしております。

宇都宮市議会 ホームページ　
http://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/gikai/

市民連合ホームページ
http://u-shimin.jp/

  

 

 

 

 

 

 

  5 日～10日　本会議（一般質問）
  9 日　国民民主党栃木県連　定期大会
10日～12日　会派会議
13日　子ども教育常任委員会
15日　マザーサンヤチヨAS労組栃木支部　いちご狩り
17日　オートテクニックジャパン労組　物品寄贈
18日　錦小学校卒業式
19日　田原西小学校卒業式
24日　広報広聴委員会、ホンダテクノフォート労組挨拶活動
25日　本会議（3月定例議会　閉会）
27日～28日　ホンダテクノフォート労組挨拶活動
29日　オートテクニックジャパン労組　OB 会

支援
制度
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